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日本におけるパキスタン関
連の報道は、政変や自爆テロなど、なんらかの「事件」が起きたときに限られているように思われる。この国 歴史や文化について取り上げられることもあまりない しかし、国土面積は日本の二倍以上、世界六位の人口規模を持つこの国は、もっと注目されてしかるべきであろう。そこで、パキスタンについての理解を深めようという際に参考 なる和図書を紹介してみよ　
まず、地理・歴史・政治・
経済などの諸分野にわたって概説した、いわゆる「国別概観」の体裁を取ったものを見てみよう。　
小西正捷編『もっと知りた
いパキスタン』 （弘文堂
　
一
九八七年一二月）
は、この種
の図書としては最初のものである。増刷に合わせて部分的な改訂を施しているが、全面的な改訂は行われ ない。それでも、一通りの理解を得ようとする場合にはいまだに有益なもの ある。同趣旨のものには、
広瀬崇子 ・ 山根聡 ・
小田尚也編著『パキスタンを知るための六〇章』 （明石書店
　
二〇〇三年七月）
がある。
同社の「エリア・スタディーズ」シリーズのなか 一冊。全体は、 「パキスタンの輪郭」 、「宗教・社会・文化」 、 「パキスタンを旅する」 、 政治・外交」 、「経済」 、 「日本とパキスタン」の六部で構成されている。ほとんどの章に写真が付されており、文章もわかりやすい。編者によると、テーマもあえて「おもしろさ」を重視して選択したとのことである。　
つぎに、人文・社会科学部
門の専門書をあげてみよう。　
黒崎卓・子島進・山根聡編
『現代パキスタン分析：民族・国民・国家』 （岩波書店
　
二
〇〇四年一月）
は、数少ない
専門的研究書。パキスタン理解に最も重要な三つの概念を副題に付したとのこと。 「パキスタン統合の原理としてイスラーム」 、 「ムスリム資本家とパ 」など、一一論文を納める。
子島進著『イ
スラーム 開発：カラーコラムにおけるイスマーイール派
の変容』 （ナカニシヤ出版
　
二〇〇二年二月）
は、パキス
タン北部カラーコラムにおける宗教共同体の変容を論じたもので、著者 博士論文を基にしている。本書 副題はその博士論文名を転用したものである。科学研究費補助金・研究成果公開促進費の交付を受けて出版された。　
インド・パキスタンの分離
独立につい は、 ひとつ 「神話」 があるという。すなわち、ムスリム連盟とその指導者ジンナーは、多民族国家・政教分離主義を目指したインドの民族運動に反対し、反近代的な政教一致国家 強引に実現しようとした、というものである。
アーイシャ・ジャラー
ル著・井上あえか訳『パキタン独立（南アジア・現代への軌跡三） 』 （勁草書房
　
一九
九九年九月）
は、このような
「神話」に対する反論の書。著者はアメリカ在住の歴史学者。パキスタンのラホールに生まれ、イギリスで教育を受けた。著者がイギリス 大学に提出した博士論文が土台となっている 原著は一九八五年刊行。同じシリーズには、フレドリック・バルト ・麻田豊監修・子島進訳『スワー
ト最後の支配者（南アジア・現代への軌跡一） 』 （勁草書房
　
一九九八年一〇月）
がある。
分離独立時にパキスタンに統合され、一 六九年には行政区分上も消滅した藩王国の歴史と、 最後の支配者 （ワーリーと称する）の生涯を描いたもの。原著は一九八五年刊行。　
女性に焦点を当てて書かれ
たものを二点紹介しよう。　
工藤正子著 『越境の人類学 ：
在日パキスタン人ムスリム移民の妻たち』 （東京大学出版会
　
二〇〇八年四月）
は、一
九八〇年代から九〇年代に労働者として来日したパキスタン人ムスリム男性と結婚した日本人女性を対象として、ムスリムとしての自意識や生活の変化を調査・分析 たもの。著者の博士論文が土台 なっている。
フォージア・サイー
ド著／太田まさこ監訳／小野道子 ・ 小出拓己 ・ 小林花訳『タブー：パキスタン 買春街で生きる女性たち』 （コモンズ
　
二〇一〇年一〇月）
は、パン
ジャブ州ラホールのいわゆる「赤線地帯」を、芸能と売春の歴史的な関係にまでさかのぼって調査したもの。著者がアメリカの大学に提出した博士論文を基にしている。著者
はパキスタンで様々な女性支援を行っている著名な社会活動家。 原著は二〇〇二年刊行。　
最後に、当研究所の成果を
三点紹介しておこう。　
山中一郎編『現代パキスタ
ンの研究：一九四七〜一九七一』 （アジア経済研究所
　
一
九七三年八月）
は、分離独立
以降の同国の政治・経 ・社会に関する総合的な研究。
山
中一郎編『パキスタンにおける政治と権力：統治エリートについての考察』 （アジア経済研究所
　
一九九二年一月）
は、国家権力の中枢を形成する政治家・軍人・官僚・宗教勢力・大土地所有者・産業資本家に焦点を当てた研究。
佐
藤創編『パキスタン政治の混迷と司法：軍事 権の終焉と民政復活における司法部のプレゼンスをめぐって』 （アジア経済研究所
　
二〇一〇年三
月）
は、近年のパキスタンに
おける政治変動の背後 は法制度上の問題点、政権中枢と司法部との特別な関係があるものと認識し、この に的を絞った考察を行ったものである。（ひがしかわ
　
しげる／図書
館資料企画課）
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